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◎3 月議会報告 /子ども・老人福祉の拡充に力点を置く予算

３月議会は、２月 14 日から 3 月 24 日の 38 日間の日程で行われまし

た。前半の議会では新型コロナウィルス感染症対策に対しての補正予算等が

審議され可決されました。後半の新年度予算では、猿島に建設予定の（いわ

ゆる「三億円のトイレ」）トイレ整備事業の増額、学童クラブの利用料の低

減化するための補助金の拡充、市役所に新たに設置する「建設局」や「民政

局」と再編に関連した組織の改正、各行政センターに配置している地域相談

窓口担当者の設置の拡大など審議されました。本会議最終日には「ロシアの

ウクライナ侵攻を非難する決議」を可決し、他国への侵略行為に対して議会

として抗議の声を示しました。 

★新年度予算   コロナ対策など 1572 億円で成立 

一般会計は昨年度より 1.3％、約 20 億円縮小の 1574 億円です。市税収入は 577 億円、

国からの地方交付税が 179 億円となっています。また、国の地方財政政策の変更とは言うもの

の臨時財政対策債の減少が著しく、34 億円となっていて 88 億円の減は気になるところです。 

特別会計は介護保険費が２３億円（６％）増の 408 億円です。要介護者の数は 550 人の増

となっています。また、給食センターが完成し、建設事業費は大幅に減少しましたが、中学校給

食の運営経費として４億円の増となっています。 

☆学校司書の中学校全校配置が予算化されました。 

横須賀市では小学校には全校に学校司書が 2 校兼務で配置されています

が、中学校には、8 校には配置されているものの、残りの 15 校は未配置で、

保護者等からも拡大の要望が強く寄せられていました。12 月議会で、拡大の

必要性について、教育委員会に質問し、新年度予算には、中学校全校に学校司

書が配置されることになりました。今後も子ども達の学びの場を整備して行

く必要があります。 
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「犯罪被害者基本条例」・「横須賀市子どもの権利を守る条

例」が、議会提案条例として、４月１日より施行されま

す。 

横須賀市議会は、議員主体となって政策提案を進めるための仕組みを作って取り組んで来ま

した。これまでも「空き家対策条例」、「がん克服条例」や「歯と口腔の健康に関する条例」など

特別委員会をつくって、取り組んで来ました。今回は下記の二つの条例が 4 月 1 日から施行さ

れることとなりました。 

 

 

 

 

 

 

★会派での要望を 2022 年度予算に反映させました。 

◎「子どもの権利を守る条例」については、県内では 2000 年に川崎市で子どもの権利条

例が施行して以来、20 年にわたって他の自治体で制定されてきませんでしたが、横須賀市議

会では、ここ数年来子どもの取巻く状況の変化と虐待に関しての認知数が本市でも増加して

いることを受け、子どもの権利を明記するとともに、保護者をはじめとするおとなや行政、学

校、児童相談所など、子どもと関わる様々な機関が共に連携し、子どもたちのための環境整備

を整え、子どもひとりひとりの健やかな育成を目指して条例制定に至りました。今後多くの市

民の皆さんのご意見を受けながら具体的に生きた条例に育てていく必要があります。 

 

◎「犯罪被害者基本条例」についも、1 年半の関係者からの意見聴取と条例荷に関わる様々

な議論を経て、条例制定にたどり着きました。被害者の保護と支援だけでなく、第三者による

差別偏見など二次被害を起こさせないことや、一定の見舞金の支給などの項目も入れ込みまし

た。被害者が泣き寝入りすることのないよう、窓口を地域支援部（市民部）に置き、行政がし

っかりとしたサポートをしていく体制をつくることを目指す条例です。 

 


